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環 境 情 報 開 示 と 環 境 計 算 書

一 財務報告としての環境付加価値計算書の可能性 一

郡 司 健

（大阪学院大学）

１． 財務報告 における 環境情報の開示

財 務 報 告 に お け る 環 境情 報 の 開 示 は、
一 方 で 財 務 諸 表 （お よ び 注記） に お け る 環 境 項 目 の 導

入 に 見 い だ す こ と がで き る。 こ れ は、 た と え ぱ 貸 借 対 照 表 にお ける 環境 負 債 の 計 上、 環 境 関 連

資 産 の 区 分 表 示、 損 益 計 算 書 に お け る 環 境 費 用 の 区 分 表 示、 注 記 に お け る 環 境 項 目 の 明 細 表 示

等 の 提 案 を あ げ る こ と が で き る１）
。

財 務 報 告 と して の 環 境 情 報 の 開 示 に 関 して は、 さ ら に環 境 に 関す る 独 立 の 計 算 書 （環 境 計 算

書） の 作 成 ・ 表示 も 考 え ら れ る。 そ れ は、 環 境 の み に 関す る 計 算 書 を 考 え る こ と が で き る で あ

ろ う し、 場 合 に よ っ て は 何 ら か の 社 会 関 連 的 計 算 の 一 環 と し て こ れ を 展 開 す る こ と も 考 え ら れ

る で あ ろ う。 い ず れ に せ よ、 か か る 環 境 計 算 書 は、 そ の 注 記 と と も に 環 境 に 関 す る 情 報 を 網 羅

的・ 体系 的 ・ 総 合 的 に 表 示 す る こ と に よ り、 そ の 継続 的 な 適用 を 通 じ て 環 境 情 報 の 期 間 的 ・ 経

営 的な 比 較 可 能 性 を も た ら す こ と が 期 待 さ れ る。

財 務報 告 に 物 量 的 な 環 境 報 告 を 含 め る こと も 考 え ら れ る。 と は い え、 財 務 報 告 に 関 して は、

部 分 的 に 物 量 的 数 値 を 含 む に せ よ、 最 終 的 に は 会 計 数 値 あ る い は 何 ら か の 貨 幣 的 数 値 に 結 びつ

け ら れ る よ う な 環 境 計 算 書 を 指 向 す べき で あ ろ う。

そ こ で、 本 報 告 で は、 ま ず 財 務 報 告 に お け る 環 境 情 報 開 示 の 現 状 に つ い て、
比 較 的よ く 開 示

さ れ て い る と み ら れ る ドイ ツ 企 業の 年 次 報 告 書 に お け る 開 示 状 況 を 中 心 に 他 の 社 会 関連 情 報 開

示 と の 関 連 の も と に 検 討 す る。 つ ぎ に、 財 務 報 告 と し て の 環 境 報 告 書 ・ 環 境 計 算 書 の 可 能 性 を、

従 来 の 社 会 関 連 的 報 告 書 ・ 環 境 計算 書 の 提 案 を 踏 ま え て 考 察 して み た い。

２． ドイ ツ企業年次報告害にみる社会 関連情報・環境情報の開示

こ こ で は、 ドイ ツ 有 力 企 業 の １９９４ （１９９３／１９９４） 年 度 版 年 次 報 告 書 を 中 心 に、 １９９１ （１９９０／
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９１） 年 度 版 お よ び １９８７ （１９８６／８７） 年 度 版 年 次 報 告 書 と の 対 比 の 形 で 社 会 関 連 情 報 ・ 環 境 情

報 の 開 示 状 況 と そ の 動 向 につ い て み て 行 き た い。 環 境 情 報 以 外 の 社 会関 連 情 報 と し て、 こ こ で

は 従 業 員 情 報 お よ び ドイ ツ 企 業 情 報 開 示 の 一 つ の 特 徴 を な す 付 加 価 値 報 告を 取り 上 げ る２）
。

（１〕 従 業 員 お よ ぴ付 加 価 値 情報

従 業 員 情 報 に 関 して は、 ドイ ツ 企 業 情 報 開 示 の 伝 統 と して 記 述 の み な らず 従業 員数、 人 件 費

等 よく 開 示 さ れ て い る。 そ れ は、 状 況 報 告 書、 追 加 情 報、 ハ イ ラ イ トや 長 期 財 務 資料 等 に お い

て 詳 しく 報 告 さ れ る こ と が多 い。

創 造 価 値 計 算 （Ｗ ｅｒｔｓｃｈδｐｆｕｎｇｓｒｅｃｈｎ ｍ ｇ） と も 称 さ れ る ド イ ツ 付 加 価 値 計 算 の 特 徴 と し

て は、 生 産 高 に そ の 他 の 収 益 を 加 え た 企 業 給 付 高 か ら 出 発 して 減 価 償 却 費 控 除 後 の 純 付 加 価 値

（生 産 純 付 加 価 値 な い し 企 業 給 付 純 付 加 価 値） と そ の 分 配 と を 計 算 表 示 す る 方 法 が 一 般 に 用 い

ら れる。 付 加 価 値 （創 造 価 値） 情 報 に 関 し て は、 状 況 報 告 書 お よ び 追 加 情 報 の お もに 「財 務」

報 告 の 箇 所 や 長 期 財 務 資 料 の 箇 所 に 表 示 さ れ て い る。 な お 付 加 価 値 生 成 ・ 分 配 に 関 す る 情 報 は、

７ 社 か ら １Ｏ 社 へ と 増 加 し て い る。 ま た、 付加 価 値 生 成 ・ 分 配 計 算 と と も に 分 配 図 表 や 長 期 推

移 を 併 せ て 公 表 す る 企 業 も あ 孔 ま た、 年 次報 告 書 に は 付 加 価 値 計 算 書 を 公 表 せ ず・ 社 会 関 連

的 報 告 書 （社 会 貸 借 対 照 表） に 記 載 して い る企 業 も あ る３）。

（２〕 環 境 情報

環 境 情 報 に 関 し て は、 表 １ に み られ る よ う に 記 述 報 告、 金 額 ・ 数 量 デ ー タ と も に 増 加 す る 傾

向 に あ る。 そ の 記 述 報 告 （「環 境 保 謹 と 安 全 性」） に お い て ラ イ フ ・ サ イ ク ル ・ ア ナ リ シ ス と も

称 さ れ る エ コ ・ ビ ラ ン ツ （Ｏｋｏｂｉ１ａｎｚｅｎ） に つ い て 言 及 す る 企 業 も あ る４）
。

１９９４ 年 度 版 年 次 報 告 書 に お い て・
注 記 ・ 附 属 明 細 書 以 外 の 箇 所 に お い て 金 額 ・ 物 量 デ ー タ

を 開 示 して いる の は １２ 社、 う ち 金 額 デ ータ （投 資 額、 経 常 費 用 等） を 開 示 して い る の は１１ 社

で あ っ・た。 物 量 デ ー タ を 開 示 し て い る の は ４ 社、 金 額 デ ー タ と 物 量 デ ー タ を 併 用 し て い る の は

３ 社 で あ っ た。 物 量 デ ー タ の み 公 表 し て い る の は １ 社 で あ る。 表 ２ に 示 さ れ る よ う に、 １９９１

年 度 版 報 告 書 と 比 較 し て 金額 デ ー タ は 明 ら か に 増 加 して い る。

表 １ 社 会 関 連 情 報 ・ 環 境 情 報 の 開 示 傾向

１９９４年 度 版 １９９１年 度 版 １９８７年 度 版

従 記 述 ３４ （１ＯＯ ） ３６ （９４，７） ２５ （１ＯＯ ）

業
従 業 員 数 ３４ （１ＯＯ ） ３８ （１ＯＯ ） ２２ （ ８８．Ｏ）

人 件 費 明 細 ３３ （ ９７．１） ３４ （ ８９．４） ２２ （ ８８．０）

員 人 件 費 推 移 ２４ （ ７０．６） ２３ （ ６０，５） ２３ （ ９２．Ｏ）

付 加 価 値 （創 造 価 値）

一一一一一一■一■■一■■’■’’’’

１Ｏ （ ２９．４）

一一一一一一一一一一

１４ （ ３６．８）

一■一一一一一一一一

１７ （ ６８．Ｏ）

一一一一一一一一一■

（内） 生 成 ・ 分 配 計 算 １Ｏ （ ２９．４） １Ｏ （ ２６．３） ７ （ ２８．Ｏ）

環 記 述 ２２ （ ６４．７） ２０ （ ５２．６） １Ｏ （ ４０．Ｏ）

境 金 額 ・ 数 量 デ ー タ １２ （ ３５．３） ８ （ ２１．１） ５ （ ２０．Ｏ）

表 ２ 環 境 情 報 の 金 額 ・ 物 量 デ ー タ

の 内 訳

１９９４年 度 版 １９９１年 度 版

金 額 デ ー タ １１ （３２．４） ６ （１５．８）

物 量 デ ー タ ４ （１１．８） ５ （１３．２）

重 複 開 示 ３ ３

合 計 １２ （３５．３） ８ （２１．１）
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表 ３ 環 境 情 報 の 産 業別 開 示 状 況 一 １９９４ 年 度 版 年 次 報 告 書 一

２５

化 学 薬 晶 電 子 関係 機 械 金 属 関 係 鉱 業 石 油 自 動 車 そ の 他 合 計

６／６ ２／２ １／３ １／４ ２／６ ３／３ ７／８ ０／２ ２２／３４

記 述
１００％ １ＯＯ％ ３３．３％ ２５ ％ ３３．３％ １ＯＯ ％ ８７．５ ％ Ｏ％ ６４

．
７％

金 額 ・ 物 量 デー タ ５

環 境 引 当 金 ５

１２

１２

表 ４ 金 額 ・ 物 量 デ ー タ の 内 容

会 社 名 金 額 ・ 物 量 デ ー タ

Ｂａｙｅｒ 社 環 境 保 護 経 常 費 用 （７ 年）

Ｈｅｎｋｅ１社 環 境・消 費 者 保 議 賓 用 （投 資 ・ 研 究 開発 費 ・経 常 費用 ５ 年）

Ｈｏｅｃｈｓｔ 社

環 境 保 護 経 常 費 用 （汚 染 処 理 別 一 １ 年）

一一■■一１一一■一一■’Ｉ■一一一■一■」一一一一■一■’旧一■一一■■■一Ｉ一一一一一■．⊥１一一

汚 染 源 別 廃 棄 ・ 放 出 量 （５ 年 ） ☆

Ｈ廿１ｓ社 貰蓑欝幕１黒牛圭蓑警驚訂芸ト

Ｍｅｒｃｋ 社 汚 染 源別 環 境保 讃 費用 （５ 年）

Ｓｃｈｅｒｉｎｇ 社 安 全 ・環 境 保護 支 出 （投 資 額 ・ 処 理 別 経 常 費 用一１ 年）

Ｍａｍｅｓｍａ ｍ 社 ハ ロ ゲ ン 化 し た 溶 剤 の 除 去 （７ 年） ☆

Ｔｈｙｓｓ㎝社
環境保誕経常費用（処理別一１年）

募竃農婁 鵜 常 緊 ㌣ ト ー 一 一

Ｖ亙ＢＡ 社 環 境 保 謹 投 資 ・ 経 常 賓 用 等 （５ 年）

Ｄａｉｍｌｅｒ－Ｂｅｎｚ 社 環 境 保 護 投 資 ・ 経 常 費 用 （４ 年）

Ｍｅｒ㏄ｄｅｓ－Ｂｅｎｚ 社 環 境 保 議 投 資 （５ 年）

☆ 物 量 デ ー タ ー 対 応 関 係

ま た、 環 境 引 当 金 を 注 記 ・ 附 属 明 細 書 に記 載 し て い る 企 業 は １２ 社 （３５・３％） み ら れ 孔 こ

れ は環 境 負 債 の 貸 借 対 照 表 計 上 と し て とく に 注 目 さ れ る と こ ろ で あ る。 ほと ん どの 企 業 が 環 境

引 当 金 の 設 定 に っ い て 記 述 す る に と ど ま る が、 な か に は 「そ の 他 の 引 当 金」 にお いて 金額 表示

す る 企 業 も み られ る５）
。 こ の よ う な 環 境 情 報 は 表 ３ に 示 さ れ る よ う に 業 種 に よ り 偏 り が み ら れ

る。 す な わ ち、 環 境 汚 染 に 密 接 に 関 わ る、 化 学 ・ 薬 品 ・ 鉱 業 石 油 ・ 自 動 車 ・ 金 属 関 係 等 の 産 業

が よ く 開 示 し て い る。

金額 ・ 物 量 デ ー タ の 具 体 的 内 容 に つ い て み れ ば 表 ４ の 通 り で あ 乱 金 額 デ ー タ と 物 量 デ ー タ

と を と も に 公 表 し て い る 企 業 の う ち ２ 社 （Ｈ血１ｓ 社、 Ｔｈｙｓｓｅｎ 社） は、 同 一 期 間 に つ い て の 環

境 保 護 コ ス ト な い し環 境 保 護 費 用 と 排 出 ・ 放 出量 とを 対 比 す る 形 で 図 表 表 示 して い る。 こ れ に

よ り 環 境 保 護 努 力 （コ ス ト・ 費 用） と そ の効 果 （排 出 ・ 放 出 量 の 減 少） が 対 応 関 係 に よ っ て 把

握 さ れ る こ と と な る。
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３． 財務報告と しての環 境情報 調示の方向

ドイ ッ 企 業 年 次 報 告 書 に お け る 社 会 関 連 惰 報 の 開 示 傾 向 か ら は、 な に よ り も従 業 員 関 係 で は

従 業 員 数 お よ び 人 件 費 明 細 の 充 実 を 挙 げる こ と が で き る。 と は い え、 か っ て の よ う な 社 会 的 給

付 計 算 書 やよ り 詳 細 な 人 件 費 明 細 は 余 り み ら れな く な っ た。 そ の よ う な 詳 細 な 従 業 員 情 報 は む

しろ 別 途 開 示 さ れ る 社 会 関 連 的 報 告 書 （社 会 貸 借 対 照 表） に 委 ね ら れ る よ う に な る と と も に、

年 次 報 告 書 に お け る 開 示 は む し ろ 簡 略 化 さ れ る に 至 っ たと み ら れ る。 付 加 価 値 情 報 に 関 し て は、

付 加 価 値 分 配 図表 のよ う な 形 の も の は 徐 々 に 姿 を 消 し、 付 加 価 値生 成 ・ 分 配 計 算 書 形 式 の も の

が、 要 約 貸 借 対 照 表 や 資 金 計 算 書 と と も に、 しか も財 務 関 遵 情 報 の 補 完 的な 計 算 書 と し て、 特

定 の 企 業 に よ っ て 継 続 的か つ 堅 調 に 使 用 さ れ て い る こ と が わ か る。

環 境 情 報 は、 社 会 関 連 情 報 の 中 で も 近 年 最 も よ く 拡 充 さ れ て い る。 し か も、 物 量 デ ータ 中心

か ら 金 額 デ ー タ の 占め る 割 合 が 増え て い る の が 注 目 さ れ る。 しか し、 環 境 保 護 費 用 の 内訳 明細

を 表 示 す る 企 業 は 限 られ て いる。

環 境 保 護 費 用 の 内 訳 明 細 は、 こ れ ま で む し ろ 別 途 開 示 の 社 会 関 連 的 報 告 書 た る 社 会 報 告 書 や

社 会 計 算 書 に お い て み い だ さ れ て き た。 社 会 報 告 書 は、 お も に 統 計 図 表 と 叙 述 と で も っ て 企 業

の 社 会 的 貢 献 効 果 な い し 社 会 的 便 益 を 表 現 す る。 他 方、 社 会 計 算 書 は、 企 業 の 社 会 関 連 活 動 を

広 く と らえ、 し か も そ の 自 発 的 お よ び強 制 的 （法 的） 努力 を 客 観 的 に 把 握 表 示 し よ う と す る。

そ こ で は、 企 業 の 社 会 的 貢 献 努 力 に つ い て、 社 会 関連 的諸 費用 お よ び 成 果 分 配 を 中 心 に、
た と

え ば ① 企 業 と 従 業 員、 ② 企 業 と 資 本 提 供 者、 ③ 企 業 と 国 家、 ④ 企 業 と 自 然 環 境、 ⑤ 企 業 等

の 各 領 域 に 区分 表 示 が な さ れ る。 そ の 場 合 に、 特 に ドイ ツ の社 会 関 連 的 報 告 の 重 点 が 従 業 員 に

大 き く お か れて いる と こ ろ か ら、 伝 統 的 に 「企 業 と 従 業 員」 領 域の 計算 表示 が 非 常 に 詳 細 に な

さ れ て い る の が特 徴 で あ る。 近 年 に お け る 環 境 問 題 へ の 関 心 の 高ま り と と も に、 「企 業 と 自 然

環 境」 の 領 域 が 次 第 に 充 実 し 詳 細 に 表 示 さ れ て き て い る。 表５は、 そ の 一 例 で あ る （Ｓａａｒｂｅｒｇ－

ｗｅｒｋｅ ＡＧ）６）。 従 業 員 関 連 項 目 に 関 し て は、 本 来、 非 常 に 詳 細 に 区 分 表 示 さ れ る が、 こ こ で は

主 要 項 目 の み 示 して い る。

環 境 項 目 の 金 額 的 な 内 訳 明 細 を 財務 報 告 に 組 み 込 む に あ た っ て は、 こ の よ う な 社 会 計 算 書 を

利 用 す る こ と が 考 え られ る。 そ の 場 合 に は、 従 業 員 関 係 の 明 細 は こ れ を 簡 略 化 し、 環 境 関 係 に

っ い て よ り 詳 細 に 表 示 す る こ と が 望 ま れる。 し か し、 社 会 計 算 書 の 社 会 関 連 的 報 告 書 に お ける

役 割と こ れ ま で の 従 業 員 指 向 的 な 傾 向 や、 こ の 計 算 書 が ドイ ツ に 固 有 の も の で 他 所 で は余 り み

ら れな い こ と な ど を 考 え る と き、 こ れ を 財 務 報 告 に 利用 す る こ と は 必 ず し も 良 策 と は い え な い

で あ ろ う。 社 会 計 算 書 は、 財 務 報 告 と して の 年 次 報 告書 より も、 社 会 報 告 書 と と も に 社 会 関 連

的 報 告 書 の 中 核 的 な 計 算 書 と して 位 置 づ け る べ き で あ ろ う。

そ こ で、 ドイ ツ社 会 貸 借 対 照 表 （社 会 関 連 的 報 告） 実 務 に 関 し て は、 伝 統 的 な 損 益 計 算 書 と
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表 ５ 社 会 計 算 書 に お け る 環 境 保 誕 費 用 の 区 分表 示例

１ ［内 部関係 領域］ ｌ

ｌ Ａ 従 業 員 １

， Ｉ． 賃 金 給 料 ，

＝ ＩＩ． 上 記 以 外 の 従 業 員 へ の 直 接 給 付 ＝

１ 皿． 従 業 員 へ の 間 接 給 付 ；

； ＩＶ． 従 業 員 へ の 全 般 的 給 付 ＝

１ ［外部関係領域］ ｌ

ｌ Ｂ 社 会 と 環 境 Ｃ 連 邦 ・ 州 ・ 自 治体 等 ｉ

； Ｉ． 研 究 お よ ぴ 開 発 １． 税 金 ，

＝ ＩＩ
、

寄 付 金 ２
．

公 租 公 課 ＝

１ 皿
．

社 会 活 動 ３
．

寄 付 金 １

＝ １Ｖ． 環 境 保 議 ４． 石 炭 鉄 鋼 共 同 体課 徴 金 ＝

＝ １． 空 気 浄 化 １

＝ ２． 河 川 保 護 ＝

＝ ３． 廃 棄 物 処 理 ＝

１ ４． 騒 昔 防 止 ＝

＝ ５． 地 域 環 境 保 護 ・ 義 務 ＝

（Ｖｇ１．，
Ｓａａｒｂｅｒｇｗｅｒｋｅ Ａ Ｇ

．
Ｓｏカｏ〃 〃ｏｍ；ヱ９９４

，
Ｓ．４０ｆ。）

社 会 計 算 書 ・ 社 会 報 告 書 と の 連 結 環 と し て位 置 づ け ら れ る 付 加 価 値 計 算 書 が 注 目 さ れ る。 付 加

価 値 計 算 書 は、
あ る 意 味 で 企 業 の 利 害 関 係 者 に 対 す る 分 配 を 表 示 す る と い う 点 に お い て社 会計

算 書 と の 類 似 性 ・ 重 複 性 が み ら れる し、 各 国 の 開 示 実 務 お よ び 理 論 に お い て そ の 有 用 性 は よく

認 識 さ れ て い る。

ドイ ツ 企 業 の 年 次 報 告 書 で は、 す で に み て き た よ う に 社 会 計 算 書 はほ と ん ど表 示 さ れ ず、 従

業 員 報 告 や 環 境 報 告 さ らに 場 合 によ っ て は 付 加 価 値 情 報 が 公 表 さ れ る。 しか も、 そ の 場 合 の付

加 価 値 計 算 書 は、 お もに 状 況 報 告 書 お よ び 追 加 情 報 の 箇 所 に お い て セ グメ ン ト情 報 や 資金 計算

書 あ る い は 要 約 貸 借 対 照 表 等 と と も に 開 示さ れ て い る。 ま た、 イ ギ リ ス の ＩＣＩ社 の年 次報 告書

の よ う に 付 加 価 値 計 算 書 が 計 算 書 類 の 末 尾 に 含 ま れ る 例 も あ る７）
。

こ の よ う に 付 加 価 値 計 算 書 は、 あ る 意 味 に お い て 資 金 計 算 書 に 次 ぐ財 務 表 な い し 財 務報 告 と

し て そ の 可 能 性 を 見 い だ す こ と が で き る よ う に 思 わ れ る。 と は い え、 ド イ ツ の 社 会 計 算 書 に は

環 境 に 関 して 区 分 表 示 さ れ て い る の に 対 し、 付 加 価 値 計 算 書 に は環 境 要 因 につ い て 明 示さ れ て

い な い。 した が っ て、 付 加 価値 計 算 書 に 環 境 項 目 が 明 示 的 に 組 み 込 ま れ るな ら、 か か る 環 境 付

加 価 値 計 算 書 は、 環 境 報 告 にと っ て も 財 務 報 告 と して もそ の 意 義 は大 き いと み ら れ る。

財 務 報 告 と して の 環 境 付 加 価 値 計 算 書 は、 環 境 要 因 を 取 り 入 れる こと によ り、 社 会 計 算 書 の

持 っ 利 点 を 具 備 す る こ と が で き る。 ま た、 従 来、 環 境 報 告 と し て 記 述 や 簡 単 な 統 計 図 表 の み

行 っ て き た よ う な 企業 は、 より 具 体 的 か つ 詳 細 で 体 系 的 な 環 境 情 報 を、 し か も 付 加 価 値 と の 関

連 に お い て 公 表 す る こ と が 可 能 と な る。 環 境 付 加 価 値 計 算 書 は、 従 来 の 付 加 価 値 計 算 書 と 比 べ

て も よ り 豊 富 な 情 報 を 提供 し、 社 会 的 ア カ ウ ンタ ビリ テ ィ の よ り 一 層 の 充 実 に も 資 す る こ と と

な る
。
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４． 環境付加 価値計算脅の展開

付 加 価 値 計 算 書 に 環 境 要 因 を導 入 す る こ と に っ い て は、 わ が 国 で はす で に 早 く か ら日 本 会 計

研 究 学 会 付 加 価 値 会 計 特 別 委 員 会 （委 員 長 阪 本 安 一 博 士）、 飯 田 修三 教 授、 山 上 達 人 教 授 に よ

り 提 案 さ れ て き た８）
。 ま た、 近 年 で は、 オ ラ ン ダ ＢＳＯ 社 の 環 境 計 算 書 が あ げ ら れ る９）

。 こ の 環

境 計 算 書 で は、 一 方 で 各 種 環 境 汚 染要 因 に つ い て そ の 放 出 量 と そ れ の 環 境 基 準 達 成 に 必 要 な 単

位 コ ス ト か ら・ 企 業 の 環 境 影 響 コ ス ト を 算 定 し・ 他 方 で こ れ を 粗 付 加 価 値 か ら 差 し 引 く こ と に

よ り 純 付 加 価 値 を 算 定 し表 示 す る もの であ る。 そ こ に は、 山 上 達 人 教 授 が 指 摘 さ れ る よ う に 企

業 の 社 会 的 負 担 達 成 後 の 「社 会 的 利 益」 と し て 「純 付 加 価 値」 を 算 定 表 示 す る 点 に 大 き な 特 長

が 見 い ださ れ 孔 し か し同 時 に、 環 境 影 響 コ ス ト の 測 定 お よ び そ の 理 論 的 前 提 に は 多 く の 間 題

点 が 指 摘 さ れ るｍ）
。

ＢＳＯ 社 の か か る 環 境 計 算 書 は・ 企 業 の 実 際 的 事 例 と し て・ ま た 環 境 会 計 の 構 築 ・ 体 系 化 に

あ たっ て 重 要な 基 本 的 方 向 を 示 唆 す る もの と し て高 く 評 価さ れ る。 た だ し、 財 務 報 告 と し て の

環 境 計 算 書 を 考 慮す る に あ た っ て は、 情 報 の 信 頼 性 に対 す る 配 慮 か ら、 環 境 影 響 コ ス ト の 導 入

は 現 在 のと こ ろ 見送 ら ざ る を 得 な い で あ ろ う。 そ の う え で、 む し ろ 環 境 計 算 書 と し て 付 加 価 値

計 算 書 を 再 構 成 す る こ と を 考 慮 す べ き で あ ろ う。 す な わ ち、 付加 価 値 計 算 書 の な か に い か に し

て 理 論 的に か っ 実行 可 能 な 形 で 環 境 要 因 を 取 り 入 れ る か とい う こ と が 重要 で あ る と 思 わ れ る。

付 加 価 値 計 算 書 を 環 境 会 計 と 理 論 的 に 関 連 づ け る 試 み と し て は、 一 方 で、 サ ス テ ー ナ ビ リ

テ ィ を 基 軸 と して 社 会 関 連 会 計 の 新 し い 発 展 形 態 と して の 環 境 会 計 シ ステ ム の 中 核 に 付 加 価 値

計 算 書 （社 会 関 運 的 損 益 計 算 書） を 位 置 づ ける 山上 達 人 教 授 の 所 説 が 挙 げ ら れ る１１）
。 ま た、 他

方 で、 持 続 的 発 展 の 下 に 世 代 間 利 害 調 整 を 重 視 し・ 「負 の 付 加 価 値」 を 成 果 計 算 書 （付 加 価

値 ・ 損 益 計 算 書） に 導 入 し て 付加 価 値 環 境 会 計 を 理 論 的 に 構 築 す る 試 み が 注 目 さ れ る１２）
。

こ の よ う な 実 践 的 ・ 理 論 的な 可 能 性 を 踏 ま え っ っ、 財 務 報 告 と して 環 境 付 加 価 値 計 算 書 を 比

較 可 能 な 形 で 導 入 す る に あ た っ て は、
な に よ り も 環 境 保 護 費 用 を 「付 加 価 値 支 弁 ・ 分 配 高」 に

お い て 区 分 表 示 す る こ と が 必 要 で あ ろ う１３）
。 そ し て、 そ の 環 境 関 係 項 目 に 関 し て は、 前 述 の 社

会 計 算 書 の よ う に 環 境 保 護 対 象別 に 費用 を 明 細 表 示 す る か
・ こ れ を 注 記 に 記 載 す る こ と が望 ま

れ る。 し か も
・ そ の 場 合 に 注 記 に お い て な ん ら か の 基 準 遵 守 報 告 と 結 びっ け る こ と も考 え られ

る。

こ の こ と と あ い ま っ て、 リ ノ ウ ズ （Ｄ．Ｆ． Ｌｉｎｏｗｅｓ） の 所 説 に 依 拠 し て・ 積 極 的 ・ 自 発 的 環

境 保 護 費用 と 消 極 的 ・ 強 制 的 環 境 保 護 費 用 と に 区 分 表 示 す る こ と も 一 案 と 思 わ れ る１４）
。 そ の 場

合 に、
た と え ぱ 環 境 基 準 が 設 定 ・ 強 制 さ れ て い るな ら ば、 関 連 す る 環 境 保 護 費 用 に つ い て 何 ら

か の環 境 基 準 達 成 率 を 付 記 す る こ と が 望 ま れる。 そ し て 環 境 基 準 超 過 達 成 の 場 合 に は そ の 部 分

を 積 極 的・ 自 発 的 環 境 保 護 費 用 に 含 め る の で あ る１５）
。 か か る 付 加 価 値 計 算 書 の 展 開 は、 企 業 会
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計 （財 務 会 計） へ の 環 境 会 計 のよ り 積 極 的 な 導 入 の た め の、 ま た よ り 広 い 視 点 に 立 っ 社 会 関連

会 計 に お け る 環 境 会 計 の 構 築 の た め の、 一 っ の し か も 実 行 可 能 性 の 高 い 財 務 報 告 と し ての 環 境

計 算 書 と な り う る と 考 え る。

注

１） こ れ に 関 し て、 た と え ば 次 の 論 文 等 参 照。 菊 谷 正 人 「環 境 保 護 と 制 度 会 計 現 行 会 計 と 環 境 問

題 」 山 上 達 人 ・ 菊 谷 正 人 編 著 『環 境 会 計 の 現 状 と課 題」 同 文 舘、 １９９５ 年。 拙 稿 「ト イ ノ会 計 ディ

スク ロ ー ジ ャ ー の 進 展 一 ドイ ツ 企 業 年 次 報 告 書 にみ る 国 際 的 調 和 化 と 固 有 性 一 」 『大 阪 学 院 大 学

流 通 ・ 経 営 科 学 論 集』 第 ２１ 巻 第 ４ 号、 １９９６ 年。

２） な お、 研 究 およ ぴ 開 発 を 含 む 社 会 関 連 情 報 お よ び 財 務 関 連 情 報 の 全 体 的 な 開 示 状 況 に 関 して は 前掲

拙 稿 お よ び 拙 稿 「ドイ ツ 企 業 年 次 報 告 書 開 示 の 進展 一 そ の 国 際 的 調 和 化 傾 向 と 固 有 性」 『企 業 会 計』

第 ４８ 巻 第 １０ 号、 １９９６ 年 参 照。

３） Ｂｅｒｔｅ１ｓｍａ ｍ ＡＧ
，

Ｓｏｚ 刎 舳 伽ｚ ヱ９９３／９４
．

１９９５
，

Ｓ．２２． こ れ を 加 え れ ば
、

１１ 社 と な る
。

ま た
、

こ れ ま

で 付 加 価 値 情 報 を 公 表 し て い な か っ た が、 そ の 後 の １９９５ （１９９４／１９９５） 年 度 版 年 次 報 告 書 に お い て 付

加 価 値 分 配 表 を 公 表 し て い る 企 業 もあ る。 同 社 は、 当 該 年 度 に お い て グロ ー バ ル で 価 値 指 向 的 な 戦 略

を 前 面 に 掲 げ
・

付 加 価 値 （創 造 価 値） の 意 義 を と く に 強 調 し て い る。
Ｍｅｔａ１１ｇｅｓｅ１ｌｓｃｈａｆｔ Ａ Ｇ

・
Ｗｅｍ此

Ｗθれ２ ９２∫ｃκα 〃２ｎ－Ｄ｛ｅ ルーｅ 勿 〃ｇ２５２〃∫ｃ庇α∫ｆ λ ０ ｛ｍ ０θ∫ｃκδガｓゴα〃７ ｊ９９４／９５
．

１９９６
，

Ｓ
－

３ｆ
，

Ｓ
－

２５
－

４） Ｂｏｅｈｒｉｎｇｅｒ－Ｉｎｇｅｌｈｅｉｍ Ｇ ｍｂＨ
，

σ 刎 舳 助 ｍ 舳８ｂθれｃ〃 ヱ９９４ １９９５， Ｓ－
４７．

な お
、 同 社 の 英 文 報 告 書 で

は、
プ ロ ダ ク ト ・ ラ イ フ サ イ ク ル ・ ア ナ リ シ ス と 表 現 さ れ て い る。

Ｂｏｅｈｒｉｎｇｅｒ－Ｉｎｇｅ１ｈｅｉｍ Ｇ ｍｂＨ
，

ノ１ｍｎ〃α’ Ｒ２ゆ０れ ヱ９９４
．

１９９５
， ｐ．

４７
．

５） Ｒｕｈｒｋｏ１ｅ Ａ Ｇ，
Ｇｅｓｃ肋 次ｓわ２〆ｃ〃 ヱ９９４

．
１９９５

，
Ｓ．８２－

６） Ｓａａｒｂｅｒｇｗｅｒｋｅ Ａ Ｇ
，

Ｓｏ 肋 〃 吻 ｎ２ ヱ９９４
．

Ｓ．４０ｔ ドイ ツ 社 会 関 連 的 報 告 書 の こ の よ う な 傾 向 に 関 し

て は、 拙 稿 「ドイ ツ 企 業 と 会 計 ディ ス ク 回 一 ジ ャ ー」 山 上 達 人 ・ 飯 田 修 三 編 著 『社 会関 連 情報 の ディ

ス ク ロ ー ジャ ー 各 国 企 業 の社 会 関 連 情 報 開 示 の 実 態 」 白 桃 書 房、 １９９４ 年、 ８９－９４ 頁 参照。

７ ） ＩＣＩ
，

λ ｍ椛〃 〃 Ｒθゆｏれ ヱ９９４
， ｐ．３８．

８） 付 加 価 値 会 計 特 別 委 員 会 （委 員 長 阪 本 安 一 博 士） 「第 ２ 回 報 告」 日 本 会 計 研 究 学 会、 １９７５ 年。 飯 田

修 三 「付 加 価 値 分 析」 青 木惰 ・ 山 上 達 人 ・ 後 藤 幸 男 編 著 『付 加 価 値 会 計』 中 央経 済 社、 １９７７ 年、 １Ｏ１

頁。 山 上 達 人 『付 加 価値 会 計 の 研 究』 有 斐 閣、 １９８４ 年、 １３０－１３８ 頁。

９） Ｒ
．

Ｈ
，

Ｇｒａｙ，
λｃω 舳 肋 ｇ ヵヅ 肋ｅ 亙 刎 伽ｏｎｍｅ以 ＡＣＣＡ

，
１９９３

， ｐｐ－
２２３－２３１－ Ｖｇ１一，

ＢＳＯ／０ＲｌＧ１Ｎ，

∫ω ｍｍｓ’αｇ ｊ９９０。 上 妻 義 直 「オ ラ ン ダ ＢＳＯ 社 の 環 境 計算 書」 『社 会 関連 会 計 研 究」 第 ５ 号、 １９９３ 年。

山 上 達 人 『環 境 会 計 の構 築 社 会 関 連 会 計 の 新 しい 展 開 』 白 桃書 房、 １９９６ 年、 第ＩＶ部 第 ２ 章。

拙 稿 「財 務 報 告 と グ リ ー ン ・ リ ポ ー テ ィ ン グ」 ス タ ディ ・ グ ルー プ （主 査 飯 田 修 三 教 授） 最 終 報 告 書

『 グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 展 開』 日 本 会 計 研 究 学 会
、

１９９６ 年
、

３７－３８ 頁 参 照。

１０） 山 上 前 掲 書 （『環境 会 計 の 構 築』）、 ３０２－３０３ 貢。 上 妻 前 掲 論 文、 ３４ 頁、 ３６－３７ 頁。

１１） 山 上 前 掲 書 （『環 境 会 計 の 構 築』） 参 照。 拙 稿 「書 評 一 山 上 達人 著 『環 境 会 計 の 構 築 社 会 関 連 会

計 の 新 しい 展 開 』」 『会 計』 第 １５０ 巻 第 ３ 号、 １９９６ 年 参 照。

１２） こ れ に関 し て は、 梶 浦 昭 友 「『持 続 的 発 展』 の 概 念 と 会 計」 『企 業 会 計」 第 ４８ 巻 第 ３ 号、 １９９６ 年、

お よ び 黒川 保 美 「フ ラ ン ス 環 境 会 計 の 動 向」 『産 業 経 理』 第 ５６ 巻 第 ４ 号、 １９９７ 年 等 参 照。 加 え て、 社

会 的 制 度 と し て の 企 業 体 の 立 場 （制 度 的 企 業 体 理 論） か ら は、 利 害 関 係 者 と し て の 地 域 住 民 が・ 地 域

環 境 お よ び 地 球 環 境 に 関 わ る 利 害 関 係 者 へ と 拡 充 さ れ て き た と み て、 環 境 付 加 価 値 計 算 書 へ の 展 開 を
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構 想 す る こ と も 可 能 と 思 わ れ る。 な お、 阪 本 安 一 博 士 は、 早 く か ら 「マ イ ナ スの 付 加価 値」 と し て公

害 処 理 費 を 取 り 扱 う こ と を 提 唱 し て お ら れ る。 阪 本 安 一 『情 報 会 計 の 基 礎』 中 央 経 済 社・ １９８８ 年、

１５４－１５７ 頁
。

１３） 付 加 価 値 会 計 特 別 委 員 会 前 掲 報 告 参 照。 な お、 環 境保 議 費用 を 「付 加 価 値 支 弁 ・ 分 配 高」 に 区 分 表

示 す る こ と が、 こ れ を た だ ち に 分 配 項 目 と し て 位 置 づ け る こ と を 意 味 す る も の で はな い こ と に 注 意 さ

れ た い
。

後 注 １５） 参 照
。

１４） Ｄ
－

Ｆ
．

Ｌｉｎｏｗ ｅｓ，
Ｔｈｅ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎ ａｎｄ Ｓｏｃｉａ１ Ｐｒｏｇｒｅｓｓ，

Ｔ〃２ ヵ 〃 舳 α’ ｑ∫ λｃｃｏ 舳 吻 ｍｃツ，

Ｊｕｌｙ，
１９ 凪 前 掲 拙 稿 （「財 務 報 告 と グ リ ー ン ・ リ ポ ー テ ィ ン グ」） ３６－３９ 頁 参 照。

１５） さ ら に は・ こ の よ うな 区 分 が 可 能 で あ れ ぱ・ た と え ば 消 極 的 ・ 強 制 的環 境 保議 費用 を 付 加 価 値 支 弁

（も し く は 前 給 付） 項 目 と し、 積 極 的 ・ 自 発 的 環 境 保 議 費 用 を 分 配 項 目 と して 分別 表 示す る こ と も 考 え

ら れ る で あ ろ う。 ま た、 「負 の 付 加 価 値」 の 観 点 か ら は、 再 生 不 能 資 源 の 消 費 を手 が かり と し て 環 境 保

護 費 用 を 区 分 表 示 す る こ と も 考慮 さ れう る で あ ろ う。


